
こ
の
日
の
講
師
は
佐
藤
正

士
氏
と
橋
本
房
子
氏
。
「
90

分
間
の
流
れ
は
講
師
の
体
験

談
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
よ
く
使
う
手
話
、
挨

拶
、
会
話
練
習
な
ど
が
中
心

で
す
」
と
説
明
が
あ
り
学
習

に
入
り
ま
し
た
。

最
初
は
両
手
を
開
い
て
振

る
手
話
の

拍
手

。
口
の

動
き
で
何
を
言
っ
て
い
る
か

を
伝
え
る
口
話
演
習
で
は
、

声
を
出
さ
ず
に
「
ご
み
を
拾

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
す
口

元
を
見
て
の
読
み
取
り
を
体

験
。
「
タ
マ
ゴ
」
と
「
タ
バ

コ
」
の
口
元
の
形
が
似
て
い

る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

後
半
は
個
々
の
苗
字
を
復

習
し
た
り
、
新
し
い
手
話
の

「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
や
、

参
加
者
の
好
き
な
「
肉
」

「
さ
か
な
」
「
い
か
」
「
か

に
」
「
う
ど
ん
」
「
そ
ば
」

「
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
食
べ
物
を
手
話

で
ど
う
表
す
か
も
教
わ
り
ま

し
た
。

参
加
者
は
閉
会
後
、
「
充

実
し
た
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ

て
楽
し
か
っ
た
。
次
回
も
参

加
し
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

第
２
回
目
は
８
月
29
日
に

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

諸
般
の
事
情
を
鑑
み
中
止
と

し
ま
し
た
。
（
お
問
い
合
わ

せ
は
62

－

９
０
９
０
へ
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
策
と
し
て
、
岡

山
県
に
も
８
月
20
日
か
ら
９

月
12
日
ま
で
、
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
が
適
用
さ
れ
ま

し
た
。

つ
ど
え
～
る
に
お
け
る
利

用
制
限
は
、
①
各
部
屋
と
も

に
定
員
の
２
分
の
１
を
上
限

と
す
る
。
②
２
時
間
以
内
で

18
：
00
～
20
：
00
の
利
用
は

事
前
予
約
が
必
要
。
③
利
用

者
は
井
原
市
内
の
方
の
み
。

④
施
設
内
で
の
飲
食
は
禁
止

（
水
分
補
給
は
可
）
の
４
項

目
で
す
。

つ
ど
え
～
る
関
係
者
は
、

「
８
月
以
降
、
井
原
市
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
陽
性

患
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

当
施
設
に
お
き
ま
し
て
も
手

指
の
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
、

三
密
、
換
気
、
検
温
等
に
注

意
を
払
い
な
が
ら
、
引
き
続

き
感
染
予
防
に
努
め
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

井
原
市
文
化
協
会
切
り
絵

教
室
（
岡
川
絹
江
講
師
）
で

学
ぶ
14
人
の
作
品
展
示
会
が

７
月
７
日
～
同
月
20
日

ま
で
、
つ
ど
え
～
る
で

開
か
れ
ま
し
た
。

作
品
の
鑑
賞
に
訪
れ

た
人
た
ち
は
「
色
彩
豊

か
で
き
め
細
や
か
。
立

体
感
の
あ
る
作
品
は
素

晴
ら
し
い
で
す
ね
」
と

感
嘆
の
声
を
あ
げ
て
い

ま
し
た
。

同
教
室
は
第
１
・
第

３
水
曜
日
の
９
：
30
～

11
：
30
ま
で
、
き
り
え

ア
ー
ト
（
上
出
部
町
）
で
開

か
れ
て
い
ま
す
。

窓
口
：
電
話
62
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井 原市市民活動センター

715-0019 井原市井原町352-1

℡0866-62-9090（FAX兼）

http://www.ibara.ne.jp/~katudou/

E-mail:katudou@ibara.ne.jp

編集／ＮＰＯ法人市民交流

ネ ッ ト ワ ー ク 井 原

協力 ／ 井原市社会福祉協議会 井原放送㈱ 中国新聞井原販売所

「
利
用
制
限
に
ご
理
解
を
」

手 話 無 料 体 験 講 座

体験講座ながら学習内容は多岐に及んだ＝７月１１日

文
化
協
会
切
り
絵
教
室

２
０
２
１
年
第
１
回
手
話
体
験
講
座
（
つ
ど
え
～
る

＆
井
原
聴
覚
障
害
者
協
会
主
催
・
井
原
手
話
サ
ー
ク
ル

協
力
）
が
７
月
11
日
、
つ
ど
え
～
る
で
午
後
１
時
30
分

か
ら
開
か
れ
、
市
民
ら
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
佐
藤
氏
と
橋
本
氏
招
く

14

人
の
作
品
展
示

ま

ん

延

防

止
等

重

点

措
置

つどえ～る

井原市文化協会洋画部（妹尾均部

長）がつどえ～るで８月21～22日の

２日間、女性モデル財津真由美さん

を招いて人物写生会を開催し１２人

が参加しました。

文
化
協
会

洋

画

部

様々な角度からモデルを描く洋画部員



ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ア
プ
リ
Ｚ

Ｏ
Ｏ
ｍ
を
使
っ
た
岡
山
県
内

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
情
報
交

換
会
が
７
月
28
日
、
岡
山
県

ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
は
午
後

２
時
、
西
村
副
所
長
の
司
会

で
始
ま
り
、
先
ず
は
参
加
者

全
員
の
自
己
紹
介
。
続
い
て

各
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
関
係

者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
事
業
や
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況

な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

つ
ど
え
～
る
は
、
８
月
の

つ
ど
え
～
る
フ
ェ
ス
タ
の
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
他
の
10
事
業
は
予

定
ど
お
り
実
施
す
る
見
通
し

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
報
告
。

会
議
は
２
時
間
行
わ
れ
、

参
加
者
は
ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ

ー
へ
の
提
案
や
要
望
も
積
極

的
に
伝
え
、
こ
の
日
の
会
議

を
今
後
に
生
か
し
た
い
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
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井原市市民活動センターでは「家

族と緑のカーテン」をテーマに“Ｓ
ＤＧsつどえ～る写真コンテスト”

を実施します。ゴーヤと家族の笑顔

を重ね合わせた心温まる作品をお寄

せください。
◇ ◇

【応募規定】

・応募は井原市在住か勤務の方。

・一人２点以内（応募費は無料）
・作品は2021年5月1日～同年8月31
日に井原市内で撮影されたもの。

・写真のサイズは原則、Ａ４、四切

り、ワイド四切りとします。
【応募方法】

・受付期間：2021年9月1日～9月19

日

【発表＆表彰】
・審査結果は9月下旬に本人へ通知

します。

・申込窓口：井原市市民活動センタ
ー（つどえ～る）

井原市井原町352-1 ℡62-9090
※詳しくはつどえ～る事務局へ

第９回フルーツパフェコンテスト
（フルーツ王国 おかやまフルーツ

パフェ研究会主催・つどえ～る共催）

の作品審査会が７月20日、つどえ～

るで行われました。
結果、応募93点の中から三宅叶乃

さん（井原高校３年）の描いた美し

いイラスト「ぶどう どっさり パフ
ェ」がグランプリを受賞。このイメ

ージは試食会を経て、８月下旬か９
月上旬に商品化される見通しです。

【１階】使用無料
交流コーナー・ミーティングコーナー・
情報コーナー・作業コーナー・パソコン
コーナー・展示コーナー・ミニ会議室
注）コピー印刷等は実費が必要です
注）本施設は公益的事業以外の目的には

使用できません。詳しくは事務局へ
注）倉庫の使用はご遠慮願います
注）ゴミは各自お持ち帰り願います

【２階】有料会議室（机15・椅子30）
9：00～17：00 １時間 200円
17：00～21：00 １時間 300円

冷暖房は１時間 100円
【休館日】月曜日、祝日、年末年始
注）月曜日が祝日の場合、

翌日の火曜日は休館
注）ご利用には事前の申し

込みが必要

つどえ～るご利用メモ

ミ

ニ

情

報

（はＮＰＯ法人 氏名は代表者）

■写真コンテスト作品募集

備中西商工会青年部美星支部

（酒井 良樹）

まちづくり岡山ネットワーク

（山木 一郎）

さくらの家 （井上 知恵）

欅の杜塾 （藤井 護）

鳥羽踊り保存会

（佐藤 和行）

井原町まちづくりの会

（山岡 弘幸）

はっぴいひろばとまとさん家

（曽根 勝）

井原はばたき会

（中島 知子）

井原アローズジュニア

（高村 誠）

五 味 会 （宮本 幸枝）

ボランティアガイド井原

（北川 有紀）

井原備中神楽保存会・小中学

生伝承教室 （藤井 和海）

倉掛自治連合会

（片岡 秀憲）

井原市文化協会洋画部

（妹尾 均）

井原スポーツ少年団ＢＢＣ

（高木 繁光）

たかやランニングクラブ

（高木 完二）

井原ライトクラブ

（西村 祐子）

井原市グラウンドゴルフ協会

美星会 （田辺 建一）

猪清サロン スミレクラブ

（猪原 晨之）

井原手話サークル

（細羽 俊廣）

サロンあすは（山岡由紀恵）

あんしん （大郷 隆久）

北山ひまわり会

（藤井 裕史）

やさい塾 （井上 輝彦）

めだかの集い（丸山 敬介）

井原笑いヨガ・キラキラ

（畑地 泉）

倉掛パソコンクラブ

（佐藤 敏弘）

よしいかけはし

（河合 恭廣）

一般社団法人 未来野良

（野中 裕）

青野走ろう会（渡辺 光夫）

井原まち歩きの会

（藤井 莞二）

県の里まちづくり推進協議会

（岡田 章文）

森近運平を語る会

（森山 誠一）

井原ゴルフキッズクラブ

（西山 徳之）

音楽療法で若返り教室

（野宮 弘恵）

市民交流ネットワーク井原

（渡辺 研一）

つどえ～る登録36団体

県内の市民活動センター結ぶ

ス
ミ
セ
イ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ポ
ー
ツ
推
進
助
成
情
報

【一般】

地域の中で一人ひとりの健やかな暮らし

の実現につながるコミュニティスポーツ

【特定】

心身の障がいや長期療養などにより社会

参加が困難な状況にある人と共に楽しめ

るコミュニティスポーツ

※助成種別はチャレンジコースとアド

バンスコースに分かれています。

【受付】

８月２３日～９月２２日必着

◇ ◇

公益財団法人住友生命健康財団

〒１６０－０００３

東京都新宿区四谷本塩町４－４１

住友生命四谷ビル６階

電話０３－５９２５－８６６０

https://skzaidan.or.jp/

主
催

～コミュニティスポーツによる

健やかな暮らしと文化の醸成～

■三宅叶乃さんグランプリ受賞


